
41.03　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第４部　重点領域研究「沖縄の歴史情報研究」における漢字処理問題について

「琉球家譜」の情報化と漢字処理

                                  　　　　　　　 桶谷猪久夫：大阪国際女子大学人間科学部　

１．漢字（外字）処理の意義と概要

　「琉球家譜」や「琉球王国評定所文書」[1-7]など古典文献のデータベースを構築し、柔軟な検索を可

能にし、標準的な情報発信機能を備えることで急速に普及しているインターネットのＷＷＷ（World Wide

 Web）を利用して、研究者が手軽なパーソナルコンピュータを利用し、どこからでも利用できるようにな

れば、研究支援システムとして大いに役立つ。しかし、長年の歴史の間に蓄積され収集された、これらの

史料には、外字や異体字の問題、解読不可能な文字や欠字の出現など多くの問題が存在する。さらに、そ

れらの文字に対する入出力や検索機能の効果的な実現法など解決すべき種々の問題が存在するのが現状

である。

　ここでは、インターネットのＷＷＷを利用した文書検索システム[8]上で、開発した外字検索機能と表

示機能について述べる。

２．文献に出現する外字と入力方法

  ここで取り扱う文献は、一部に変体カナなどが出現するが、ほとんど漢文で記述され、漢字字種が多く

外字や不明個所が混在するという特徴を持っている。このため「琉球家譜」等のデータ入力の字体につい

ては、ある規則[4]を取り決めて入力されている。たとえば、不明箇所は□に置き換えている。また、俗

字や別体については、ＪＩＳコードに存在しないときは正字に置き換える。さらに、外字については、た

とえば　　　は☆王昆☆に、　　は☆艸辛☆のように、漢字通しの組み合わせを☆☆で囲んで外字の分解

要素として入力されている。

　以下に、「琉球家譜」、「琉球王国評定所文書」に出現する外字数とその外字固有数（種類）を記述す

る。

                                                                                          

　文 献 名  出現外字数  外字固有数

那覇市史資料編第一巻六「家譜資料（二）久米村系」   ４０７７個 　４５５種類

那覇市史資料編第一巻七「家譜資料（三）首里系」   １２７５個 　２６１種類

那覇市史資料編第一巻八「家譜資料（四）那覇・泊系」   １８３５個 　２２７種類

琉球王国評定所文書第一巻 　　２４０個 　　５４種類

琉球王国評定所文書第二巻 　　４０６個 　　３６種類

琉球王国評定所文書第三巻 　１２９７個 　　１７種類

琉球王国評定所文書第四巻 　１３１０個 　　３１種類

　総 合 計 １０４４０個 　８９０種類

            　



３．外字検索機能と表示機能

　古典文献の情報検索システムでは、いかにして外字を入力し、出力（表示）するのか、どのように検索

するのか、さらにここで利用環境としているＷＷＷでは、いかにして転送するのかが問題になる。

　外字を何らかの作成ツールを利用して作成した場合は、通常の漢字と同等に編集や検索が可能である。

しかし、これは利用者の使用している機器やＯＳに依存するため、ここで提供基盤として想定するＷＷＷ

による情報検索や転送では利用できない。そのため、本文書検索システム[8]では、外字処理に対して検

索機能と表示機能を分けて考えた。

　外字入力には、漢字を部分品として分解し、分解した文字列として☆印（一種のタグの役割）で囲んで

入力した。この外字入力方式[9]を利用し検索機能を実現する。

　外字を含んだ単語や外字の検索には、外字を☆分解された文字列☆の形式で入力するか、本文書検索シ

ステムで実現した外字一覧表の表示画面から選択し入力する。上記の表から外字数（８９０字）が多いの

で、分解された文字列での検索結果の表示も可能である。たとえば、部首が「艸」ならば、外字選択のテ

キスト入力フィールドに「艸」を入力し、外字選択をクリックすれば、分解された文字列に「艸」が含ま

れる外字一覧を表示する。分解された文字列のボタンをクリックすることで、その該当外字をキーワード

入力フィールドに設定でき

る。

検索結果の外字の表示に

ついては、テキスト中に☆

で囲まれた外字に対応する

文字列が現れたとき、分解

された文字列とGIF形式フ

ァイルの対応付けファイル

を参照することによって、G

IF形式の外字フォントに置

き換えられる。外字フォン

トとして、京都大学人文研

究所、勝村哲也教授が開

発・作成した２４×２４ド

ットの漢字フォント[10]を

利用した。その漢字フォン

トファイルは、今後の展開

も考慮し、ユニコード（JI

S X0221）に対応させた。ユ

ニコード（JIS X0221）の漢

字フォントが存在しない外

字に対しては、PhotShopで

外字を部分品として作成し

対処する。　図１に、外字　　　　　　　　　　図１．フォーム画面での外字検索例



検索で分解された文字列「王」を利用した検索例を示す。　

また、図２に分解された文字列「王」を含む外字一覧表の表示例を示す。

この外字処理機能は、本文書検索システムで外字の検索機能を実現し、また現状のＷｅｂで実現不可能

な外字の転送に対処し、外字を画像ファイルとして取り扱うことによって、転送、表示機能を実現する。

また、漢字の部分品（分解された文字列）を利用することは人文科学研究者にとっては、日常的に使用し

ている方式であり、抵抗感はないと思われる。最後に、この方式は、重点領域研究で提案されている、外

字を１６進表記の４桁に割り振り外字と記号との対照表を作成した「赤嶺方式コード」に容易に変換でき、

外字処理に対しての共通な開発環境を提供する。

　　　　　　　　図２．分解された文字列と外字フォントの一覧表
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